


第13回　弥生の里児童画大賞展
受賞者決定

川村
か わ む ら

仁
ひ と

美
み

（春日市立春日南小学校4年）

県内の小学生を対象に募集した、弥生の里児童画大賞展。今年は｢だ～いすき！｣
をテーマに、8,951点（172校）の応募がありました。どの作品も、物語性のある
元気な作品ばかり。素晴らしい作品が揃いました。
今回、その中から見事入賞した作品9点を紹介します。（敬称略）

そ
の
他
の
受
賞
者
（
敬
称
略
）

金
賞
（
6
点
）
▽
門
司
達
也(

春
日
市
立
須
玖

小
学
校
１
年)

▽
美
和
兼
太
朗(

大
野
城
市
立
大

野
南
小
学
校
２
年)

▽
森
麻
理
乃(

春
日
市
立
春

日
東
小
学
校
３
年)

▽
島
田
大
輝(

水
巻
町
立

小
学
校
４
年)

▽
田
中
咲
喜(

志
免
町
立
志
免
中

央
小
学
校
５
年)

▽
辻
　
育
恵(

春
日
市
立
大
谷

小
学
校
６
年)

銀
賞
（
12
点
）
▽
大
久
保
真
人(

春
日
市
立
春

日
北
小
学
校
１
年)

▽
石
飛
杏
紗(

春
日
市
立
須

玖
小
学
校
１
年)

▽
伊
藤
美
希(

添
田
町
立
添
田

小
学
校
２
年)

▽
川

崇
史(

福
岡
市
立
長
丘
小

学
校
２
年)

▽
中
村
晃
輔(

春
日
市
立
日
の
出
小

学
校
３
年)

▽
和
田
千
弘(

北
九
州
市
立
八
枝
小

学
校
３
年)

▽
高
岸
侑
里
佳(

福
岡
市
立
壱
岐
小

学
校
４
年)

▽
野
間
百
々
子(

春
日
市
立
須
玖
小

学
校
４
年)

▽
木
寺
陽
美(

福
岡
市
立
入
部
小
学

校
５
年)

▽
安
部
麻
由
美(

北
九
州
市
立
若
松
中

央
小
学
校
５
年)

▽
吉
元
美
咲(

北
九
州
市
立
大

里
南
小
学
校
６
年)

▽
森
山
義
隆(

北
九
州
市
立

上
津
役
小
学
校
６
年)

銅
賞
（
18
点
）
▽
篠
田
祐
記(

椎
田
町
立
八
津

田
小
学
校
１
年)

▽
武
藤
恵
理(

太
宰
府
市
立
水

城
小
学
校
１
年)

▽
古
賀
章
太
郎(

福
岡
市
立
花

畑
小
学
校
１
年)

▽
福
田
蒼
也(

金
田
町
立
金
田

小
学
校
２
年)

▽
山
本
大
樹(

大
野
城
市
立
大
野

小
学
校
２
年)

▽
宮
原
あ
ゆ
美(

福
岡
市
立
花
畑

小
学
校
２
年)

▽
橋
村
優
佳(

遠
賀
町
立
浅
木
小

学
校
３
年)

▽
岸
田
周
子(

福
岡
市
立
筑
紫
丘
小

学
校
３
年)

▽
上
野
璃
久(

福
岡
市
立
長
丘
小
学

校
３
年)

▽
谷
倉
　
快(

宗
像
市
立
日
の
里
東
小

学
校
４
年)

▽
高
木
捺
希(

豊
津
町
立
豊
津
小
学

校
４
年)

▽
堀
江
真
広(

春
日
市
立
須
玖
小
学
校

４
年)

▽
永
田
宗
大(

福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留

米
小
学
校
５
年)

▽
板
谷
悠
生(

春
日
市
立
日
の

出
小
学
校
５
年)

▽
伴
藤
勇
太(

志
免
町
立
志
免

中
央
小
学
校
５
年)

▽
後
藤
慶
子(

福
岡
市
立
壱

岐
小
学
校
６
年)

▽
嵜
村
莉
奈(

北
九
州
市
立
横

代
小
学
校
６
年)

▽
速
水
　
瞭(

太
宰
府
市
立
太

宰
府
東
小
学
校
６
年)
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児
童
画
大
賞
展

○評
「
動
物
と
人
間
の
共
生
が
明
る
く
描
か
れ
て
い
ま
す
」

弥
生
の
里
大
賞

弥生の里児童画大賞展授賞式
日時　1月30日(日) 午後1時～

会場　ふれあい文化センターサンホール（大谷6-24）
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弥生の里児童画大賞展展示会
日時　1月30日(日)～2月13日(日)※開館日のみ　午前10時～午後5時

会場　ふれあい文化センターギャラリー（大谷6-24）

春日市長賞
○評
「
セ
ー
タ
ー
の
柄
な
ど
細
か
い

と
こ
ろ
ま
で
よ
く
描
き
込
ま
れ
て

い
ま
す
ね
」

亀
かめ

田
だ

恵
めぐみ

（遠賀町立浅木小学校5年）

春日市教育長賞
○評
「
構
図
が
大
胆
で
す
ね
。
黒
い

ピ
ア
ノ
と
少
女
の
赤
い
服
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
い
い
」

川
かわ

田
た

茉莉
ま り

（大野城市立大野小学校3年）

西日本新聞社賞
○評
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
物
語
性

の
あ
る
作
品
で
す
ね
」

山川
やまかわ

啓
けい

太
た

（志免町立志免中央小学校3年）

RKB毎日放送賞
○評
「
と
て
も
楽
し
い
作
品
で
す
」

田
た

中
なか

祐
ゆう

希
き

（北九州市立上津役小学校2年）

林
はやし

紀
き

一
い ち

郎
ろ う

賞
○評
「
名
画
の
人
物
に
メ
ガ
ネ
を
か

け
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
お
も
し

ろ
い
」

宮本
みやもと

奈々美
な な み

（北九州市立則松小学校5年）

豊福
と よ ふ く

知徳
と も の り

賞
○評
「
あ
え
て
色
の
に
ご
り
の
な
い

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
な
作
品
を
選
び
ま

し
た
」

池
いけ

田
だ

美
よし

子
こ

（福岡市立花畑小学校4年）

光行
み つ ゆ き

洋
よ う

子
こ

賞
○評
「
色
が
す
ご
く
き
れ
い
で
す
ね
。

メ
ル
ヘ
ン
チ
ッ
ク
で
夢
が
あ
り
ま

す
」

田
た

中
なか

優
ゆう

子
こ

（北九州市立千代小学校3年）

吉村
よ し む ら

郁
い く

夫
お

賞
○評
「
こ
の
子
の
色
の
感
覚
に
引
か

れ
ま
し
た
。
と
て
も
感
性
豊
か
で

す
」

宮
みや

城
ぎ

悠
ゆう

希
き

（春日市立春日小学校2年）
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子育て支援センター家庭児童相談員（嘱託）

業務内容 0～18歳までの子どもやその保護者から

の相談業務

対象 次のいずれかに該当する人

大学などで、児童福祉や社会福祉、児童学、心理

学、教育学、社会学を専修する学科またはこれら

に相当する課程を修めて卒業した人

社会福祉主事として、2年以上児童福祉業務に従事

した人

家庭児童福祉に関する学識経験を有する人または

多年にわたる相談業務従事経験者

採用期間 4月1日～平成18年3月31日（1年間）

勤務日数 週5日（土曜日の勤務あり）

勤務時間 午前9時30分～午後6時

報酬 月額17万7,400円（社会保険・有給休暇あり、

賞与・交通費支給なし）

募集人員 1人

選考方法 書類審査 面接試験

応募方法 2月10日(木)（必着）までに、｢臨時・嘱

託職員登録申込書｣（市販の履歴書でも可）を

郵送または直接窓口に提出する

応募・問い合わせ先 子育て支援センター（〒816

―0863須玖南2―120すくすくプラザ内）
1(584)1010 5(584)7739

市立保育所職員（嘱託・臨時）

募集職種 保育士（嘱託・臨時） 調理員（嘱託）

対象 いずれも資格や免許を持っている人

採用期間 4月1日～平成18年3月31日（1年間）

※　臨時職員は6カ月間です。

勤務日数 週5日（嘱託職員は土曜日の勤務あり）

勤務時間 午前7時～午後8時（保育士は交替で時差

出勤あり）

報酬
保育士(嘱託)・調理員　月額17万7,400円

保育士(臨時) 日額6,800円

※　いずれも有給休暇はありますが、賞与や交通費

の支給はありません。

なお、嘱託職員のみ社会保険があります。

募集人員 各若干名

選考方法 面接試験（2月19日(土)）

応募方法 2月10日(木)（必着）までに、「臨時・嘱

託職員登録申込書」（市販の履歴書でも可）に

次の写しを添えて郵送または直接窓口に提出

する

保育士　保育士資格証明書

調理員　調理士か栄養士免許　　　

応募・問い合わせ先 こども未来課保育所担当
1(584)1111 5(584)1115

市からのお知らせ�
募集します

春日市嘱託・臨時職員

すべての障害者の人権が尊重され、差別されるこ

となく自立して地域の中で暮らせるまちづくりを目

指し、「春日市障害者福祉長期行動計画」を策定しま

す。

この計画案を縦覧しますので、皆さんの意見を聞

かせてください。

縦覧期間 １月17日(月)～31日(月)

縦覧場所 市ホームページ 情報公開コーナー

（市役所2階） いきいきプラザ（昇町1―120）

意見書提出方法 縦覧期間内に郵送、ファックス、

Ｅメール、または直接窓口に提出する（様式

は自由）

※　提出された意見は、計画内容に反映させるため、

検討会において協議します。

なお、個別に回答はできませんので、ご了承く

ださい。

提出・問い合わせ先 高齢障害課（〒816―8501春

日市役所）
1(584)1111 5(584)3090

fukushi@city.kasuga.fukuoka.jp

あなたの意見を聞かせてください

春日市障害者福祉長期行動計画（案）
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問い合わせ先　教務課施設計画担当�
1(584)1111　5(584)1153

市と学校、地域が一体となって運営する「コミュニティ
スクール」の実現に向けて白水小学校の設計を進めていま
す。
校舎には、1階に地域住民専用の玄関と管理人室を、2
階に談話室や給湯施設などを設けて、地域住民が自由に使
える専用スペースとしています。
また、2階屋上テラスも、談話室と図書室から自由に出

入りができるようになっており、地域住民と児童が一緒に
活動し交流できるよう工夫しています。
なお、現在行っている造成工事（埋め立て）については、
整理池の北側から施工していますが、これが半分程度完了
したところで、建築工事にも着手します。
周辺住民の皆様には引き続きご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

福岡市の中心部に近く、交通の便も良く住みやす

いことから、住宅都市として昭和40年代以降急速に

発展してきた春日市。しかし、それ以前の春日市は、

今では考えられないほど、農地や山などの豊かな自

然が広がっていました。

そんな当時の風景や生活を記録した写真の数々を

展示します。

期間 1月22日(土)～3月6日(日)

会場 奴
な

国
こく

の丘歴史資料館特別展示室（岡本3―57）

○春日古今ウォーク

この企画展に関連する、現地散策会を行います。

街の移り変わりを実感できるかもしれません。

参加は無料です。

日時 2月19日(土) 午前10時～正午

散策場所 西鉄春日原駅周辺

定員 30人（申込先着順）

申込方法 1月19日(水)以降に、電話または直接窓

口で住所、氏名、電話番号を伝える

申込・問い合わせ先 同資料館
1(501)1144 5(573)1077

民俗企画展

｢写真でたどるむかしの春日｣

市教育委員会は、この春に小学校入学予定の児童

のことばの発達面で不安を感じている保護者を対象

に、「まいるーむ（ことばの教室）」の入級申込受付

を開始します。

この教室では、ことばや聞こえに発達の遅れがみ

られる児童が、学校に通いながら指導を受けること

ができます。

受付日時 ２月1日(火)～25日(金)

午前9時～午後4時

※　印鑑（認印可）を持参してください。

詳しくは問い合わせてください。

申込・問い合わせ先 学校教育課（市役所4階）
1(584)1111 5(584)1153

入級申込受付を開始します

まいるーむ（ことばの教室）

▲昭和28年7月　春日地区での田植えの様子（池内信子さん提供）



ト
ピ
ッ
ク
ス

6

ト
ピ
ッ
ク
ス�

12月11日、いきいきプラザで障
害者週間にちなんだ講演会が行わ
れ、学校・教育関係者やPTAなど約
50人が参加しました。
｢障害児への理解と支援について
ー発達障害って何？｣と題して講演
した心理士の酒井

さかい

均
ひとし

さん（筑
ちく

紫
し

女
じょ

学
がく

園
えん

大学教授）は、LD（学習障害）
やADHD（注意欠陥・多動性障害）、
アスペルガー症候群がどういうもの
かなどを詳しく説明。また、心理士
として、このような障害を持つ子ど
もたちと接してきた酒井さん自身の
体験談も聞くことができ、参加者は
メモをとりながら真剣な眼差しで聞
き入っていました。
しつけの問題ではなく、脳の神経伝達物質の不足などにより起こるこれらの障害。今後この
障害を持つ子どもたちにどのような対応をしていくべきか、家庭と学校、地域が連携し支援し
ていくことの重要性など、大変参考になったようです。

市内34地区の自治会でつく
る｢春日市自治会長会｣の役員5
人が、12月6日、市役所で新
潟中越地震災害見舞金157万
8,693円(30地区)を井上市長
に手渡しました。
この義援金は、同会が各地
区公民館に約1カ月間設置した
募金箱に地区住民から寄せら
れたもので、市が行っている
募金と併せて新潟に送金して
ほしいと井上市長に託しまし
た。
寺崎
てらさき

三智男
み ち お

同会会長は、｢予
想を上回る住民の反響に感謝

しています｣と報告すると、井上市長は、｢皆さんの尊い善意がきっと伝わるはずです｣とお礼を
述べました。
なお、市は、この義援金を含む200万円を、12月8日、春日市民による義援金として同災害
対策本部に送金しました。ご協力ありがとうございました。

自治会が約158万円を募金

新潟中越地震災害義援金

障害者福祉への関心と理解を

障害者週間講演会

地
区
住
民
か
ら
集
め
た
見
舞
金(

現
金)

を
前
に
、
目
録
を
井

上
市
長
に
手
渡
す
寺
崎
会
長

▲

※ＬＤ＝基本的には知的発達に遅れはないが、「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」能力のうち特定の
ものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状態を指す。

※ＡＤＨＤ＝年齢あるいは発達に不釣合いな注意力、または衝動性や多動性を特徴とする行動の障害で、社会的な活動
や学業の機能に支障をきたすものである。

※アスペルガー症候群＝言語による会話能力があるにもかかわらず、「対人関係」「コミュニケーション」「こだわり」の
障害という３つの特徴を併せ持った発達障害。
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12月11日、ふれあい文化センターで春日市人権週間講演会が行われま
した。
講師の馬場

ば ば

周一郎
しゅういちろう

さん（西日本新聞社東京支社編集長）が「氾濫する
情報とどう向き合うか」と題して講演。新聞記者としての立場から、最近
の政治情勢や折り込み広告などに見られる表現方法の例を基に、新聞やテ
レビ報道などの情報と人権問題のかかわりについて分かりやすく話しまし
た。
私たちの生活にとって、今や必要不可欠となった「情報」が、時として
人権を脅かす危険性をはらむという話に、来場者も何度もうなずくなど熱
心に聞き入っていました。
また、講演に先立ち、女性の和太鼓グループ「ひばり太鼓」が演奏。勇
壮かつ華麗な太鼓の演奏に、大きな拍手が送られました。

｢氾濫する情報とどう向き合うか｣

春日市人権週間講演会

校
長
室
で
岩
澤

い
わ
ざ
わ

亘
わ
た
る

筑
紫
税
務
署
長(

左)

か
ら

表
彰
状
を
受
け
取
っ
て
笑
顔
の
岩
渕
さ
ん
。
右

は
寺て

ら

田だ

フ
ミ
子こ

筑
紫
税
務
署
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
会
長

▲Q 受賞おめでとうございます。41万点から選ばれただけに、
とても素晴らしい出来栄えでしたね。

A こんな賞は初めてでびっくりしました。でも、助言してく
れた母が私以上に驚いています。

Q 題材に｢コミュニティバス｣を選んだわけは？
A 1年生のとき、夏休みの社会科レポートで選んだテーマが
これだったんです。導入間もないころで、市報かすがや時刻
表、ホームページでたくさん調べました。でも、この時点で
はまだ税のことは意識していませんでした。

Q いつ、意識したのですか？
A ある日、私が乗っていたコミュニティバスに、車イスの利
用者がリフトを使って乗車してきました。もちろん運転手さ
んが介助していたのですが、あまりのスムーズさに感激しま
した。せっかくの装備(リフト)も使われなければ、かけたお
金は生きてきません。この光景を目の当たりにしたことで、
そこに使われたお金の一部が自分の両親が納めた税金であ
り、大切に使われていると実感したんです。

Q では、停留所が住民の希望で変更されたことをどうやって
知ったのですか？

A 母が教えてくれました。そこで市民の意見に迅速に対応す
るモニター制度があることも知りました。ここでも税と自分
たちの生活の密接な関係に気付きました。
こうしてレポート以後、1年間の実体験を段階的につづっ
て、この作文に仕上げました。

Q 結びで｢税が生かされているものに関心を寄せ、素直に感
想を伝え、市民としての自覚を高めていくことが大事｣と、

私たち納税者に呼びか
けていますが、さて、
岩渕さん自身にとって
｢税｣とは？
A 大人になったら両
親のようにきちんと納
めていくつもりです。
みんなが平等に納めて

こそ税ですから。そして、コミュニティバスや学校給食が実
現したように、自分が納めた税は、大きなサービスとなって
自分に返ってくるものだと皆さんに伝えたいです。

Q ところで、作文のコツは？
A まず書きたいことを実際に体験することだと思います。本
を読めば分かることもありますが、やはり、見て、触れて、
実体を知ることが一番。あとは感じたことを素直にそのまま
書くだけです。(敬服！)

Q さぞかし本もたくさん読むのでしょうね。いつ、どんな本
を読んでいますか？

A 何でも読みますが、特に伏線のある読み物が好みです。そ
もそも、読書好きは母の読み聞かせのおかげ。今はもっぱら
学校の｢朝の読書タイム｣を活用しています。

Q 最後に将来の夢は？
A ホテルウーマンを目指しています。世界中の人に接し、旅
の疲れを癒してほしい。喜んでくれる顔が見たいから。

コミュニティバス利用者数増加の記事が市報に載るたび、
お母さんと一緒に大喜びしたというつづりさん。将来の夢に
向かって羽ばたいてください。

前号(1月1日号)で紹介した｢税についての作文｣を書いた岩渕つづりさんに、この作品が生まれたいきさつやコ
ミュニティバスとのかかわりを取材しました。

税の作文｢コミュニティバスと税｣で国税庁長官賞
春日野中学校2年　岩渕つづりさん

いわぶち

はん らん
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春
日
市
役
所�

「
第
11
回
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち

の
作
品
展
」
を
行
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン

や
立
体
工
作
な
ど
、
同
校
児
童
や
生
徒

に
よ
る
個
人
・
共
同
作
品
約
2
0
0
点

を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

期
間

1
月
21
日
(金)
〜
23
日
(日)

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
9
時
（
23
日

の
み
午
後
4
時
ま
で
）

会
場

筑
紫
野
と
う
き
ゅ
う
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階
（
筑

紫
野
市
美う
つ
く

し
が
丘
南

お
か
み
な
み
1
―

12
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

同
校

1
0
9
4
2(

73)

3
4
3
7

5
0
9
4
2(

72)

9
2
1
7

今
年
度
の
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
自
由

曲
の
「
百
済
く
だ
ら

伝
説
に
よ
る
交
響
組
曲

『
神
門
物
語
』」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。

日
時

１
月
22
日
(土)

午
後
6
時
〜
8
時
30
分

（
開
場
　
午
後
5
時
30
分
）

会
場

福
岡
市
民
会
館
（
福
岡
市
中
央

区
天
神
て
ん
じ
ん

5
―

1
―

23
）

入
場
料

6
0
0
円
（
前
売
り
5
0
0

円
）

※
　
小
学
生
以
下
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

原
田
は
ら
だ

1
0
9
0(
5
7
2
7)

5
3
１
9

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
35
歳

以
下
の
勤
労
者
が
対
象
の
た
初
心
者
向

け
講
座
で
す
。

瞑
想
め
い
そ
う

に
よ
り
心
を
静
め
る
こ
と
が
で

き
る
ヨ
ガ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間

2
月
9
日
(水)
〜
3
月
9
日
(水)
の

毎
週
水
曜
日
（
計
5
回
）

時
間

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所

同
ホ
ー
ム
体
育
室
（
大
谷
6
―

28
）

受
講
料

1
0
0
0
円

定
員

20
人(

申
込
多
数
の
場
合
抽
選)

申
込
方
法

１
月
28
日
(金)
（
必
着
）
ま

で
に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
、
勤
務
先
を
書
い
て

送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
係
（
〒
816

―

0
8
3
１
大
谷
6
―

28
）

1(

571)

3
2
3
4

5(

585)

１
6
3
4

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
な
ど
の

相
談
に
、
管
理
栄
養
士
が
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
3
日
(木)
・
22
日
(火)

午
後
2
時
〜
5
時

場
所
　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

※
　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

な
お
、
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(
501)
0
0
5
1

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

の
交
流
の
場
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
2
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、
歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

磨
き
を
教
え
ま
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

１
月
26
日
(水)

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

会
場

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

持
っ
て
く
る
も
の

▽
子
ど
も
用
歯
ブ

ラ
シ
▽
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

夫
婦
で
こ
れ
か
ら
の
出
産
や
育
児
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
日
が
お
お
む
ね
4
・
5
月
の

妊
婦
と
そ
の
夫

日
時

2
月
19
日
(土)

午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
1
―

1
2
0
）

内
容

▽
助
産
師
に
よ
る
講
演

▽
育
児
実
技
（
沐も
く

浴
実
習
な
ど
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

定
員

20
組
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

１
月
17
日
(月)
〜
2
月
10
日

(木)
に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
出

産
予
定
日
を
伝
え
る
　

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

1
1
3
4

5(

501)

0
0
5
1

イ
ベ
ン
ト

「
夢
を
か
た
ち
に
、心
を
い
ろ
に
」

小
郡

お
ご
お
り

養
護
学
校
児
童
・
生
徒
作
品
展

福
岡
教
育
大
学
吹
奏
楽
部

第
40
回
定
期
演
奏
会

健
　
康

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

体
に
や
さ
し
い
ヨ
ガ
教
室

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

子
育
て

参
加
者
募
集

パ
パ
マ
マ
教
室

「
手
作
り
お
も
ち
ゃ
」

子
育
て
教
室

幼
児
期
か
ら
の「
正
し
い
歯
み
が
き
」

歯
み
が
き
教
室
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育
児
や
介
護
な
ど
に
関
す
る
各
種
サ

ー
ビ
ス
の
具
体
的
な
情
報
を
提
供
し
ま

す
。提

供
は
無
料
で
す
。

情
報
内
容

○
育
児

▽
認
可
・
認
可
外
保
育
施
設
▽
保
育

サ
ポ
ー
タ
ー
▽
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
▽

幼
稚
園
▽
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
　
な

ど
○
介
護

▽
民
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
▽
看
護
師

家
政
婦(

夫)

紹
介
所
▽
老
人
ホ
ー
ム

▽
介
護
用
品
▽
福
祉
サ
ー
ビ
ス
　
な

ど
受
付
日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30

分

問
い
合
わ
せ
先

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ

レ
フ
ォ
ン
ふ
く
お
か

1(

414)

2
0
2
0

5(

431)

7
7
0
2

※
　
情
報
提
供
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト
）
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。

h
ttp
://w
w
w
.2
0
2
0
n
e
t.jp

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
人
を
対
象

に
、
一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
教
え
ま
す
。

日
程

2
月
2
日
(水)
・
９
日
(水)
・
19
日

(土)

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時
の

う
ち
2
時
間
以
内

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

（
原
町
3
―

１
―

7
）

受
講
料

5
0
0
円

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
希
望
日
時
を
伝
え
る

※
　
2
月
27
日
(日)
に
、
パ
ソ
コ
ン
に
関

す
る
無
料
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
教
室
は
毎
月
行
っ
て

い
ま
す
。
日
程
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

1(

584)

6
0
6
7

5(

584)

6
0
7
0

こ
の
助
成
金
は
、
労
働
災
害
や
交
通

事
故
、
病
気
な
ど
に
よ
り
身
体
障
害
者

や
精
神
障
害
者
と
な
っ
た
労
働
者
の
雇

用
を
継
続
す
る
た
め
、事
業
主
に
対
し
、

必
要
な
施
設
の
設
置
や
職
場
適
応
措
置

な
ど
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
も
の
で

す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
中
途
障
害
者
作
業
施
設
設
置
等
助
成

金助
成
金
額

作
業
施
設
・
設
備
・
付

帯
施
設
に
要
す
る
費
用
の

2／3
（
限
度
額
4
5
0
万
円
）

申
請
受
付
期
間

職
場
復
帰
日
の
翌

日
か
ら
6
カ
月
以
内

○
重
度
中
途
障
害
者
等
職
場
適
応
助
成

金助
成
金
額

重
度
障
害
者
１
人
に
つ

き
月
3
万
円
を
3
年
間

（
事
業
主
に
経
費
負
担
を
伴

う
場
合
の
み
）

申
請
受
付
期
間

職
場
復
帰
日
の
翌

日
か
ら
3
カ
月
以
内

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
協
会

1(

473)

7
6
8
5

5(

451)

4
１
5
0

成
年
後
見

せ
い
ね
ん
こ
う
け
ん

制
度
や
財
産
、
相
続
、

遺
言
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
相
談

に
公
証
人
Ｏ
Ｂ
や
弁
護
士
な
ど
が
応
じ

ま
す
。

日
時

１
月
21
日
(金)

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
3
階
会
議

室
（
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

2
―

3
―

１
）

問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト
ネ

ッ
ト

1(

921)

2
１
3
0
（
5
兼
用
）

社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
就
職
を
希
望

す
る
人
や
、
今
年
3
月
末
に
卒
業
予
定

の
学
生
が
対
象
で
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
4
日
(金)

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
4
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
大
ホ
ー
ル

（
原
町
3
―

１
―

7
）
ほ
か

内
容

▽
福
祉
施
設
採
用
担
当
者
と
の

面
談
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
全
国

福
祉
求
人
情
報
▽
福
祉
関
係
資

格
相
談
▽
求
職
登
録
・
相
談
▽

資
料
情
報
提
供
な
ど

定
員

2
0
0
0
人(

当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

同
協
議
会
福
祉
人
材

課

1(

584)

3
3
１
0

5(

584)

3
3
１
9

h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
sh
i-w
o
rk.jp

福
　
祉

育
児
や
介
護
で
困
っ
た
時
は

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

(財)
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

(社)
福
岡
県
障
害
者
雇
用
促
進
協
会

障
害
者
雇
用
継
続
助
成
金

高
齢
者
・
障
害
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
の
職
場
説
明
会
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精
神
疾
患
の
一
つ
で
あ
る
「
統
合
失

調
症
」。
こ
の
病
気
の
人
を
抱
え
る
家

族
な
ど
が
対
象
で
す
。

統
合
失
調
症
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て

の
講
話
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
行

い
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時

2
月
18
日
(金)
・
25
日
(金)
、
3
月

4
日
(金)
（
計
3
回
）

会
場

県
筑
紫
総
合
庁
舎
4
階
中
会
議

室
（
大
野
城
市
白
木
原

し
ら
き
ば
る

3
―

5

―

25
）

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
事
務
所
健

康
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

1(

513)

5
5
8
5

5(

592)

8
4
4
4

「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
〜
実
効
あ
る
条
例
づ
く
り
に
向

け
て
〜
」
と
題
し
、
実
際
に
飯
塚
い
い
づ
か

市
で

条
例
づ
く
り
に
携
わ
っ
た
講
師
が
、
市

民
が
中
心
と
な
っ
て
つ
く
る
条
例
に
つ

い
て
講
演
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
、
託
児(

先
着
10
人
、

一
人
4
0
0
円)

や
手
話
通
訳
も
行
い

ま
す
。

日
時

1
月
22
日
(土)

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

市
役
所
大
会
議
室

講
師

市
吉
い
ち
よ
し

七
海
な
な
み

さ
ん
（
飯
塚
市
男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
会
長
）

※
　
託
児
希
望
者
は
、
1
月
14
日
(金)
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

託
児
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
会
　

1(
584)

6
3
5
5
（
5
兼
用
）

ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
文
書

の
作
成
・
印
刷
、
マ
ウ
ス
操
作
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
教
え
ま
す
。

日
程

2
月
1
日
(火)
〜
17
日
(木)
の
毎
週

火
・
木
曜
日

時
間

①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
6

時
〜
8
時

会
場

同
公
民
館(

春
日
1
―

1
1
1)

受
講
料

1
万
円(

テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

定
員

8
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

1
月
17
日
(月)
〜
26
日
(水)

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希
望

時
間
（
①
か
②
）
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

1(

571)

4
1
4
9

5(

571)

7
9
2
1

市
教
育
委
員
会
は
、
子
ど
も
会
な
ど

各
種
団
体
に
所
属
す
る
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
の
手
で
活
動
を
創
り
あ
げ
て
い
け

る
よ
う
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

日
程

2
月
19
日
(土)
・
26
日
(土)
、
3
月

5
日
(土)
（
計
3
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

2
階
大
会
議
室
（
大
谷
6
―

24
）

定
員

50
人

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

1(

575)

4
1
2
1

5(

593)

7
3
8
0

手
び
ね
り
技
法
で
簡
単
な
や
き
も
の

作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

2
月
12
日
(土)

①
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
午
後
0
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
所

の
ぼ
り
窯が
ま

体
験
広
場
（
白
水
ケ

丘
1
―

4
）

定
員

各
15
人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
込
方
法

1
月
28
日
(金)
ま
で
に
、
電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
直
接

窓
口
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、年
齢（
小
学
生
以
下
の
み
）、

希
望
時
間
（
①
か
②
）
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
な
こ
く

の
丘
歴

史
資
料
館
（
岡
本
3
―

57
）

1(

501)

1
1
4
4

5(

573)

1
0
7
7

対
象

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
人
（
平
成
17
年
7

月
1
日
現
在
）

手
当

日
額
7
9
0
0
円

※
　
こ
の
ほ
か
、
自
宅
か
ら
駐
屯
地
ま

で
の
交
通
費
も
支
給
し
ま
す
。

試
験
日

4
月
16
日
(土)
〜
18
日
(月)

申
込
期
間

1
月
11
日
(火)
〜
4
月
8

日
(金)

※
　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
連
絡
部
福
岡
募
集

事
務
局

1(

591)
7
4
5
0
（
5
兼
用
）

募
　
集

見
直
そ
う

ゴ
ミ
の
出
し
方

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
フ
タ
を
取
り
除

い
て
軽
く
つ
ぶ
し
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
白
色
ト
レ
イ
」
の
指
定
袋
に
入

れ
て
指
定
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ぶ
さ
ず
に
出
す
と
、
ゴ
ミ
の
カ

サ
が
増
え
、
収
集
が
大
変
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
　
春
日
市
で
は
、
選
別
に
ラ
ベ
ル

が
必
要
で
す
。
は
が
さ
ず
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
7

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

ペットボトル�
白色トレイ�
指定袋�

燃えるゴミ�

①フタをはずす�
　（ラベルはその�
　まま）。�

②軽くつぶす�
③ペットボトル・白色トレイの�
　指定袋へ。フタは燃える�
　ゴミに。�

講
演
・
講
座

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

精
神
保
健
福
祉
家
族
教
室

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

春
日
市
女
性
の
会
新
春
講
演
会

春
日
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
教
室

初
心
者
や
親
子
の
参
加
も
大
歓
迎

や
き
も
の
作
り
教
室（
一
般
コ
ー
ス
）

春
日
市
子
ど
も
会
等
少
年
団
体

イ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会

自
衛
隊
福
岡
地
方
連
絡
部

平
成
17
年
度
予
備
自
衛
官
補
採
用
試
験
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○
配
管
科
（
1
年
間
）

対
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人

①
今
年
3
月
に
中
学
校
以
上
の
学
校

を
卒
業
予
定
ま
た
は
、
卒
業
後

3
年
以
内
の
未
就
職
の
人

②
離
・
転
職
者

選
考
方
法
　

①
筆
記
試
験(

国
語
・
数
学)

・
面
接

②
書
類
審
査
・
面
接

選
考
日

3
月
3
日
(木)

○
自
動
車
整
備
科
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス

科
（
い
ず
れ
も
2
年
間
）

対
象

今
年
3
月
時
点
で
高
校
以
上

の
学
校
を
卒
業
予
定
、
ま

た
は
卒
業
し
て
い
て
30
歳

未
満
の
人

選
考
方
法

筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
・
面
接

選
考
日

3
月
2
日
(水)

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
6
カ
月
間
）

対
象

お
お
む
ね
30
歳
以
上
の
離
・

転
職
者
で
、
再
就
職
を
希

望
す
る
人

選
考
方
法

筆
記
試
験
（
国
語
・
数

学
）
・
書
類
審
査
・
面
接

選
考
日

3
月
3
日
(木)

○
パ
ソ
コ
ン
経
理
科
（
6
カ
月
間
）

対
象

離
・
転
職
者
で
再
就
職
を
希

望
す
る
人

選
考
方
法

書
類
審
査
・
面
接

選
考
日

3
月
2
日
(水)

定
員

各
20
人

申
込
期
限

2
月
10
日
(木)

※
　
受
験
・
受
講
料
は
無
料
で
す
。

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

同
校

1
0
9
4
2(
32)
8
7
9
5

5
0
9
4
2(

32)
8
7
9
3

地
域
住
民
の
交
通
安
全
や
、
通
学
時

の
児
童
の
安
全
誘
導
な
ど
を
民
間
の
協

力
者
と
し
て
推
進
す
る「
交
通
指
導
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

市
内
に
居
住
す
る
20
〜
70
歳
く

ら
い
の
人

募
集
人
員

5
人
程
度

採
用
期
間

4
月
1
日
〜
平
成
19
年
3

月
31
日
（
2
年
間
）

申
込
期
間

1
月
17
日
(月)
〜
2
月
18
日

(金)

※
　
簡
単
な
面
接
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

道
路
管
理
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

対
象

住
み
込
み
の
で
き
る
65
歳
以
下

の
健
康
な
人
（
家
族
で
も
可
）

勤
務
日

月
曜
日
と
祝
日
を
除
く
毎
日

勤
務
内
容

公
民
館
の
施
設
管
理
な
ど

管
理
人
室

2
D
K
（
6
畳
2
間
）

※
　
家
賃
、
光
熱
水
費
は
無
料
で
す
。

応
募
方
法

面
接
希
望
日
（
1
月
16
日

(日)
〜
31
日
(月)
の
間
）
を
電
話
で

予
約
す
る

※
　
面
接
時
に
履
歴
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
待
遇
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

同
公
民
館

1(

582)

1
1
4
0
（
5
兼
用
）

対
象

昭
和
53
年
4
月
2
日
〜
同
60
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

募
集
人
員

若
干
名

試
験
日

2
月
13
日
(日)

応
募
期
限

1
月
24
日
(月)

※
　
受
験
資
格
や
応
募
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

同
連
合
会
総

務
部
人
事
厚
生
課

1(

642)

7
8
0
4

5(

642)

7
8
5
3

国
保
い
ろ
い
ろ

レ
セ
プ
ト
の
開
示
請
求

春
日
市
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
や
老
人
保
健
医
療
受
給
者
、
ま

た
は
、
そ
の
遺
族
な
ど
は
、
市
に

対
す
る
病
院
か
ら
の
医
療
費
請
求

書
（
レ
セ
プ
ト
）
を
開
示
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
の
手
続
き
に
は
、
本
人
と

確
認
で
き
る
書
類
な
ど
が
必
要
で

す
。

※
　
医
師
の
同
意
が
な
い
場
合
は

開
示
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

国
保
年
金
課

1(

584)

1
1
1
1
5(

584)

1
1
4
1

福
岡
県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

平
成
17
年
度
生
徒
募
集

募
集
し
ま
す

交
通
安
全
指
導
員

管
理
人
募
集

大
和
町
公
民
館

福
岡
県
国
保
連
合
会

職
員
採
用
試
験
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日
時

2
月
3
日
(木)
・
17
日
(木)

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

同
支
局
1
階
相
談
室
（
筑
紫
野

市
二
日
市
中
央

ふ
つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う
5
―

14
―

7
）

定
員

各
6
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

1
月
27
日
(木)
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

同
支
局

1(

922)

2
8
8
1

5(

922)

3
3
4
2

起
業
を
考
え
て
い
る
女
性
や
す
で
に

創
業
し
て
い
る
女
性
が
対
象
の
、
中
小

企
業
診
断
士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。

日
時

1
月
29
日
(土)

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

※
　
相
談
は
、一
人
1
時
間
程
度
で
す
。

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
A
B
（
原
町
3
―

1
―

7
）

定
員

20
人
程
度
（
申
込
先
着
順
）

※
　
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

申
込
方
法

同
プ
ラ
ザ
内「
あ
す
ば
る
」

に
あ
る
申
込
書
を
郵
送
か
フ
ァ

ッ
ク
ス
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
あ
す
ば
る

1(

584)

1
2
6
1

5(

584)

1
2
6
2

荒
天
や
災
害
な
ど
の
影
響
で
「
や
よ

い
」
の
運
行
に
支
障
が
予
想
さ
れ
る
場

合
は
、
西
鉄
路
線
バ
ス
に
準
じ
て
運
行

を
休
止
し
て
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
交
通
機
関
運
行
状
況
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
運
行
休
止
の
情
報
は
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

安
全
第
一
で
運
行
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
4
3

県
内
の
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

※
　
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
業
種
は
、

平
成
16
年
10
月
1
日
に
改
正
さ
れ
た

県
最
低
賃
金
（
時
間
額
6
4
5
円
）

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
課

1(

411)

4
5
7
8

5(

411)

2
6
3
3

子
ど
も
で
も
簡
単
に
作
る
こ
と

が
で
き
る
ケ
ー
キ
で
す
。
親
子
で

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

材
料(

20
cm
×
7
cm
の
パ
ウ
ン
ド
型)

▽
バ
タ
ー
（
ま
た
は
マ
ー
ガ
リ
ン
）

1
0
0
ｇ

▽
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
　
1
5

0
ｇ

▽
キ
ビ
砂
糖
（
ま
た
は
砂
糖
）

1
2
0
ｇ

▽
卵
　
2
個

▽
ジ
ャ
ム
（
い
ち
ご
や
マ
ー
マ
レ

ー
ド
）
大
さ
じ
3

▽
レ
ー
ズ
ン
（
ま
た
は
乾
燥
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
）

少
々

▽
薄
力
粉
　
2
0
0
ｇ

▽
重
曹

じ
ゅ
う
そ
う

小
さ
じ
1／2

作
り
方

①
　
オ
ー
ブ
ン
を
１
７
０
℃
に
温

め
て
お
く
。

②
　
大
き
め
の
ボ
ー
ル
に
、
室
温

に
戻
し
た
バ
タ
ー
と
砂
糖
を
入

れ
て
ク
リ
ー
ム
状
に
な
る
ま
で

よ
く
練
る
。

③
　
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
と
溶

き
ほ
ぐ
し
た
卵
を
②
に
入
れ
て

良
く
混
ぜ
、
さ
ら
に
ジ
ャ
ム
と

レ
ー
ズ
ン
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

④
　
薄
力
粉
と
重
曹
を
合
わ
せ
て

ふ
る
い
、
③
に
入
れ
て
全
体
が

滑
ら
か
に
な
る
ま
で
よ
く
混
ぜ

る
。

⑤
　
パ
ウ
ン
ド
型
に
８
分
目
位
ま

で
生
地
を
流
し
込
み
、
温
め
て

い
た
オ
ー
ブ
ン
で
30
分
ほ
ど
焼

く
。
焼
け
具
合
で
時
間
を
加
減

す
る
（
竹
串
を
刺
し
て
何
も
付

い
て
こ
な
い
け
れ
ば
Ｏ
Ｋ
）。

熱
量(

１
／
12
個)

1
9
6
kcal

（
春
日
市
食
生
活
改
善
推
進
会
）

相
　
談

そ
の
他

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

ご
相
談
く
だ
さ
い

女
性
起
業
家
相
談
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ
い
」

荒
天
時
の
運
行
休
止

変
わ
り
ま
し
た

産
業
別
最
低
賃
金

業　　種� 改正金額(時間額)

　製鉄業　製鋼・製鋼圧延業　鋼材製造業�

　百貨店　総合スーパー（従業員50人以上）�

　輸送用機械器具製造業　自動車（新車）小売業�

各種商品小売業（従業員50人未満）�

　電気機械器具製造業　情報通信機械器具製造業�
　電子部品・デバイス製造業�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

▽
�

756円�

734円�

711円�

750円�

710円�
（改正なし）�
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5
人
以
上
の
市
民
で
国
際
交
流
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、

活
動
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

4
月
〜
6
月
に
事
業
を
予
定
し
て
い

て
、
補
助
を
希
望
す
る
団
体
は
、
2
月

中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
7
月
以
降
に
行
う
事
業
に
つ

い
て
も
、
随
時
、
相
談
や
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
国
際
交
流
活
動
▽
国

際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

補
助
金
額

活
動
経
費
の
1／3
〜
1／2
を

補
助
（
上
限
30
万
円
）

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

1(

584)

1
1
1
1

5(

584)

1
1
5
3

太
宰
府
の
歴
史
の
全
容
を
集
大
成
し

た
「
太
宰
府
市
史
（
全
13
巻
）」
の
う

ち
、「
通
史
編
別
編
」
と
「
年
表
編
」

が
完
成
し
ま
し
た
。

定
価

1
冊
5
0
0
0
円

※
　
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
送
料

(
6
0
0
円)

が
必
要
で
す
。

販
売
場
所

▽
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
（
太
宰

府
市
国
分
こ
く
ぶ

4
―

9
―

1
）

▽
太
宰
府
市
秘
書
広
報
課
（
太
宰
府
市

観
世
音
寺

か
ん
ぜ
お
ん
じ

1
―

1
―

1
）

問
い
合
わ
せ
先

太
宰
府
市
市
史
編
さ

ん
室

1(

921)

2
3
2
2
（
5
兼
用
）

福岡県生活労働部

架空請求事業者を
公表します

県は、消費者被害の未然・拡大防止のため、福岡

県消費生活センターに寄せられた情報をもとに実態

調査を行い、架空請求事業者を公表しています。

実際の請求文書など、より詳しい内容については、

県ホームページをご覧ください。

架空請求事業者（例）

○アイワ債権回収機構株式会社

○国際消費者管理センター（法務監査認可法人）

○東京債権株式会社

○法務局認可特殊法人日本債権管理局

○(財)日本債権管財協会

○三井債権回収機構

※　このほかにも、似たような名称を使った例が頻

発しています。

問い合わせ先 福岡県生活労働部生活文化課消費者

係

1(643)3381 5(643)3384

http://www.pref.fukuoka.lg.jp

身に覚えのない請求が届いたら…
もし、身に覚えのない請求が届いたら、す

べて無視し、事業者と連絡をとらないように

してください。

ただし、裁判所から催告状などが届いた場

合は、すぐに相談してください。

○福岡県消費生活センター

日時 毎週月～金曜日

午前9時～午後5時

1(632)0999

○春日市消費生活相談窓口

日時 毎週月・木曜日

午前10時～午後3時

場所 市役所2階市民相談室

1(584)1111

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

販
売
し
て
い
ま
す

太
宰
府
市
史

①車両のみ�

②車両のみ�

③歩行者のみ�

歩車分離式信号の流れ� 信
号
の
表
示
方
法
が
変
わ
り
ま
す
〜
歩
車
分
離
式
信
号
〜

歩
行
者
の
安
全
確
保
の
た
め
、
市
内
2
カ
所
の
信
号
を
「
歩
車
分
離
式
信

号
」
に
変
更
し
ま
す
。

こ
の
信
号
は
、
歩
行
者
の
横
断
時
間
と
車
両
の
通
行
時
間
を
分
け
て
歩
行

者
が
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
い
る
と
き
に
、
右
左
折
車
が
進
入
で
き
な
い
方
式

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
こ
れ
ら
の
交
差
点
で
は
と
く
に
、
運
転
者
は
車
両
用
信
号
を
、
歩
行

者
は
歩
行
者
用
信
号
を
よ
く
確
認
し
て
横
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

変
更
箇
所
　
▽
春
日
公
園
東
口
交
差
点
▽
下
白
水
南
4
丁
目
交
差
点

変
更
日

1
月
20
日
(木)
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
警
察
署
　
1(

929)

0
1
1
0



妊
娠
や
出
産
、
育
児
の
時
期
に
さ

し
か
か
る
20
〜
30
歳
代
の
女
性
の
喫

煙
率
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
、
妊
娠
や
育
児

に
お
け
る
た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。

妊
娠
中
の
影
響

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は

血
管
を
収
縮
さ
せ
ま
す
。
す
る
と
、

お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
血
流
が

減
り
、
酸
素
と
栄
養
が
十
分
に
届
か

な
く
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
た
ば
こ

の
一
酸
化
炭
素
が
母
親
の
血
液
中
に

増
え
る
こ
と
で
も
、
酸
素
が
不
足
し

ま
す
。

そ
の
結
果
、
流
産
や
早
産
、
前
置

胎
盤
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
な
ど

が
起
こ
る
可
能
性
を
高
め
て
し
ま
う

の
で
す
。

ま
た
、
妊
娠
中
に
た
ば
こ
を
吸
う

女
性
が
産
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
の
平
均
体

重
は
、
吸
わ
な
い
女
性
の
赤
ち
ゃ
ん

よ
り
約
2
0
0
ｇ
小
さ
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
低
出
生
体

重
児
（
体
重
2
5
0
0
ｇ
未
満
）
は
、

た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
に
比
べ
て
、

3
〜
4
倍
の
確
率
で
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

乳
幼
児
へ
の
影
響

○
母
乳た

ば
こ
の
影
響
は
、
母
乳
に
も

表
れ
ま
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
母
親

の
母
乳
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
の

濃
度
は
、
母
親
の
血
液
中
の
濃
度

よ
り
高
く
な
り
ま
す
。
１
日
20
本

以
上
た
ば
こ
を
吸
う
母
親
の
母
乳

を
飲
ん
だ
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
よ
く

不
機
嫌
に
な
る
、
あ
ま
り
眠
ら
な

い
、
食
欲
低
下
な
ど
の
症
状
が
み

ら
れ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。

○
呼
吸
器
の
病
気

赤
ち
ゃ
ん
の
気
管
支
は
大
人
よ

り
弱
く
、
た
ば
こ
の
煙
で
痛
め
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
小
児
ぜ
ん
そ
く
を
引
き
起
こ

す
原
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

○
事
故
の
発
生

赤
ち
ゃ
ん
の
誤
飲
で
一
番
多
い

の
も
た
ば
こ
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
が

ハ
イ
ハ
イ
な
ど
で
動
け
る
よ
う
に

な
る
と
、
保
護
者
が
見
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
も
の
を
口
に

く
わ
え
て
し
ま
い
ま
す
。
室
内
に

た
ば
こ
や
吸
殻
、
灰
皿
な
ど
が
置

い
て
あ
る
と
、
誤
飲
事
故
を
誘
発

す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

母
親
自
身
が
た
ば
こ
を
吸
っ
た

分
、
子
ど
も
を
苦
し
め
て
い
る
こ
と

を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
母
親
が
吸
わ
な
く
て
も
、
周

囲
の
人
が
た
ば
こ
を
吸
え
ば
、
同
様

の
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
家
庭
に
迎

え
る
家
族
の
皆
さ
ん
、
今
後
赤
ち
ゃ

ん
が
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
人
、
妊

婦
の
い
る
職
場
の
皆
さ
ん
。
も
う
一

度
た
ば
こ
に
つ
い
て
考
え
、
禁
煙
や

分
煙
な
ど
を
、
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
保
健
師
　
岸
川
き
し
か
わ

江
津
子

え

つ

こ

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
考
え
よ
う

〜
妊
娠
・
育
児
〜

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す�
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早い提出・早い還付

平成16年分所得税還付申告
税務署では、所得税の還付申告を受け付けていま

す（3月15日まで）。

3月になると、申告受付窓口が混雑し、税金の還付

が4月以降になることがあります。

早めに申告してください。

※　申告書は郵送でも受け付けています。

○集中還付申告センター（福岡地区）

同センターでは、還付申告の相談を受けます。

受付期間 ２月１日(火)～3月15日(火)（平日のみ）

受付時間 午前9時30分～午後3時30分

場所 大同生命ビル6階（福岡市中央区西中洲
にしなかす

12

―33）

申告・問い合わせ先 筑紫税務署（〒818―004２筑

紫野市立明寺
りゅうみょうじ

655―4）

1(923)１400

地下鉄天神駅�

西
鉄
福
岡
駅� 大

同
生
命
ビ
ル�

●
ア
ク
ロ
ス
福
岡�

●
親
和
銀
行
福
岡
ビ
ル�

那
珂
川�

昭和通り�

●中央郵便局�

コ
コ�

西鉄朝倉街道駅�

JR天拝山駅�

至
久
留
米�

県
道
31
号
線
　
福
岡
・
筑
紫
野
線�

至
福
岡�

至
二
日
市�

至
鳥
栖�

県道112号線�

立明寺�
交差点�

福岡大学�
筑紫病院�

石
崎
交
差
点�

●�

●
筑
紫
野
消
防
署�

筑
紫
税
務
署�

市内の事業主のみなさん
法定調書の提出をお忘れなく

給与支払報告書などの法定調書は、必ず期限内に提出してください。

提出期限 １月31日(月) 提出先 税務署

※　法定調書の用紙は、税務署窓口にあります。また、国税庁のホーム

ページから印刷することもできます。（ http://www.nta.go.jp）

筑紫税務署 集中還付申告センター



春日市子育て支援センター�
（須玖南2-120春日市すくすくプラザ内）�

1584-1010　5584-7739�
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

春日東保育所（保育対象児：生後51日目～3歳児）
（光町１―73）1(591)1918 5(571)0403
子どもの生活のすべてである「食べる・寝る・

遊ぶ」。当保育所では、「保育」と「食」に丹念に
手間暇かけ、心をかけ、手をかけていく営みを大
切にしています。
特に、「食」は、体と心をつくる上で重要な事で、

大人の手に大きく委ねられています。旬の材料を
使い、和食を中心に季節感に富んだ献立を作成し、
子どもたちに提供しています。子どもたちは、め

ざしやししゃもなども、手に持って頭からシッポ
まで食べます。
また、地域交流事業として、老健施設訪問や誕

生会、親子レクリエーション、芋掘りなどには地
域の人にも参加してもらっています。
園庭開放も行っていますので、気軽に遊びに来

てください。

～保育所情報～

マラカス

カ
ン
ガ
ル
ー
通
信

15 新年あけましておめでとうございます。すくすくプラザ
は、新年にふさわしい元気な親子の明るい笑顔でいっぱい
です。今年も子どもたちの成長に胸をふくらませながら、
みんなで子どもたちを見守っていきましょう。

11月のある日の献立
（さつま汁、カリフラワ
ーのソテー、納豆和え、
うるめいわし、煎り玄
米入り胚芽米と梅干、
フルーツ）

▲

「子どもが一人でできること」を
当たり前だと思わないようにしまし
ょう。その行動の一つひとつに注目
し、心から認め、感謝しましょう。
「まだ、できないの？」ではなく、

「これも一人でできるのね」を毎日、
毎月、毎年増やしていくことが、大
人と子どもの絆を深めるのです。
赤ちゃんも一人でできることがあり
ます
○夜6～7時間、そしてだんだん、よ
り長く眠る

○眠る前や目覚めてから、ベッドの
中で自分の声や体の部分で遊ぶ
（5～10分）
○大人が近くにいれば一人遊びがで
きる（20分～30分）

○大人にしてほしい事や不安がある
と泣いて呼ぶ

○満足や喜びを表す
○着替えやおむつ交換の時、手足を
動かして大人のすることに協力す
る

○食べ物を口に持っていくと口を開
く　など

ペットボトル�
500ml

ビニールテープ（赤）�

①ペットボトルに、�
　ビニールテープで�
　もようをはる。�

②マラカスに�
　中身を入れる�

ビニールテープ（黄）�

コーヒー豆�

ビーズ�

ペットボトル�
を切ったもの�

ジェリー�
ビーンズ�

マラカスの中身�
いろいろ�

今回は、ペットボトルで簡単に作ることができるおもちゃの紹介
です。ペットボトルは手に入れやすく、使いやすいもの。この軽く
て丈夫な容器を利用して“マラカス”を作ってみましょう！！

たんぽぽルームに素敵なカ
レンダーが届きました。
これは、「ボランティアグ
ループいるかクラブ」の皆さ
んがひと針ひと針、心をこめ
て作ってくれた布の万年カレ
ンダーです。
さっそく壁に飾ると、いる
かクラブの皆さんのあたたかい心が伝わり、部屋全体がやわら
かくやさしい雰囲気になりました。



市 の 人 口

●市の人口 109,861人

女 55,946人　男 53,915人

●世 帯 数 42,953世帯
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須玖児童センターで行われている
「和紙で花作り」講師の溝上さんの
作品「早くこいこいお正月」。溝上
さんが作る花はとても繊細。どの作
品も季節感あふれるものばかりで
す。

表
紙
の
写
真

寺屋敷Ａ遺跡（小倉4丁目）の地下
に掘られた横穴

よこあな

から完全な形で発見さ
れました。
愛知県瀬戸地方で中世に焼かれた酒
などを注ぐ高級陶器で、九州地方で出
土するのは非常にまれなことです。
菊の花の文様が施され、飴

あめ

（茶）色
の釉薬

うわぐすり

がかけられています。出土の状
況から、骨壺

こつつぼ

として使用されていたと
考えられます。（奴国

なこく

の丘歴史資料館）

古瀬戸
こ せ と

瓶
へい

子
し

(12/15現在)

11月11日、静岡県で開かれた全国歯のコンクール

表彰式で、同校が歯の健康状態が良い学校として表

彰を受けました。

同校では年に1回、歯科校医の田
た

中
なか

洋
よう

子
こ

さんと歯

科衛生士が、学級を回り正しい歯磨きを指導してい

ます。また、毎月第3週を、生活習慣を見直す「き

らきら週間」とし、家庭での歯磨きの状況などを親

子で「きらきらノート」に記録。これを学校側と確

認し合うことで、学校・家庭が協力して児童の歯の

健康を保つことに努めてきました。

その甲斐あって、虫歯がある児童の割合も平成11

年度の50％から今年度は21％まで減少しました。

取材当日、自然に歯を大事にする習慣を身につけ

た子どもたちは、給食後すぐに手洗い場で歯を磨い

ていました。

健康な歯で楽しい生活　日の出小学校が「全国学校歯科保健優良校」を受賞

12月18日、須玖児童センターで｢和紙で花作

り｣教室が行われ、お正月にちなんで羽子板の

羽根によく似た「つくばね」の枝を作りました。

講師の溝上
みぞがみ

ヨシエさん(須玖南)に手ほどきを

受けながら、和紙でできた葉を一つひとつ組

み合わせてバランスよく枝に付け、約1時間か

けて作りあげました。できあがった「つくば

ね」は本物そっくり。細かい作業に四苦八苦

しながらも子どもたちは楽しい時間を過ごし

ました。

定期的に行われているこの教室。毎回参加

しているという子どもの一人は、作った花は

学校に飾っているそうで、｢難しいけど、今回

も上手にできた｣とうれしそうに話していまし

た。

本物そっくりにできました　和紙で花作り

高さ24.8cm、13～14世紀

▲溝上さんの説明を真剣に聞く子どもたち

▲みんな仲良く歯磨き中

てら や しき


